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　全国藩校サミット行田大会がいよいよ7月5日㈯に産業文化会館で開催されます。
　全国藩校サミットは、藩校教育の伝統と精神を見つめ直し、現代へ受け継ぐことを目的に、
毎年全国の藩校所在都市で開催しています。また、開催に当たっては、北は青森・弘前藩(稽古館)
から南は鹿児島・鹿児島藩(造士館)まで、全国各地からの旧藩ご当主や藩校関係者が参加する
予定です。

7月5日に行田で開催

忍城鳥瞰図

　
江
戸
時
代
、
忍
城
下
に
暮
ら
し
た
忍
藩
士
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
武
家
文
化
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
展
で
は
、
城
下
に
お
け
る
藩
士
た

ち
の
生
活
の
実
態
に
加
え
、
彼
ら
の
残
し
た
功

績
、
さ
ら
に
は
教
養
の
礎
と
な
っ
た
藩
校
進
脩
館

に
つ
い
て
当
時
の
資
料
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
7
月
5
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈰

▼ 

開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

館
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼ 

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
7
月
21
日
を
除
く
）

お
よ
び
7
月
22
日
㈫

▼ 

入
館
料
　
大
人
２
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生

１
０
０
円
、　
小
・
中
学
生
50
円
（
団
体
料
金

大
人
１
６
０
円
、
大
学
・
高
校
生
80
円
、
小
・

中
学
生
40
円
）　

講
演
会
「
江
戸
の
食
文
化
と
忍
藩
士
の
食
」

▼
日
時
　
7
月
13
日
㈰
午
後
2
時

▼ 

講
師
　
原
田
信
男
さ
ん
（
国
士
舘
大
学
21
世
紀

ア
ジ
ア
学
部
教
授
）

▼
定
員
　
80
人

▼ 

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

　
電
話
で
郷
土

　
博
物
館
☎
５

　
５
４
―
５
９

　
１
１　

　
市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

第
24
回
テ
ー
マ
展  

忍
藩
士
の
文
化石城日記(慶應義塾大学文学部古文書室）

子ども大学ぎょうだ 参加者募集
分かることっておもしろい!

　市では、ものつくり大学、ＮＰＯ法人子育てネット行田、行田市民大学と連
携して、子どもの知的好奇心を刺激する学びの機会を提供することを目的とし
た「子ども大学ぎょうだ」を開校します。

　授業では次の３分野を学びます

はてな学
ものごとの原理や仕組みを
追求する

生き方学
自分を見つめ人生や将来に
ついて考える

ふるさと学
地域を知り郷土を愛する心
を育てる

▶対 象　市内の小学4～ 6年生
▶定 員　 50人(申し込み多数の場合は6月25日㈬午後2時から教育委員会2階2B会議室で公開抽選会を

行います）
▶参 加 費　1,500円(保険料、教材費などを含む）
▶申し込み　 ひとつくり支援課で配布している申込書に必要事項を記入の上、6月9日㈪～23日㈪に持参、郵送、

FAXのいずれかの方法で提出してください。
【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 行田市教育委員会ひとつくり支援課　
【FAX】556―0770

▶問い合わせ　子ども大学ぎょうだ実行委員会(ひとつくり支援課内)☎556―8319　　　　　　　　　　

日　　　時 場　　所 内　　　容

７月１２日㈯
午前8時45分～ 11時45分 ものつくり大学

・入学式
・《はてな学》世界の建物を知ろう
・《はてな学》光ディスクについて知ろう

７月２６日㈯
午前9時15分～正午 ＶⅠＶＡぎょうだ ・《生き方学》和菓子をつくろう

　　　　　　　日本の食文化にふれよう

８月２日㈯
午前9時15分～ 11時45分 郷土博物館

・《ふるさと学》大昔の人のくらし探検
　　　　　　　　古代の行田をみつめよう
・学園祭の準備

８月３０日㈯
午前9時15分～ 11時45分 産業文化会館 ・学園祭の準備

９月２７日㈯
午前9時15分～ 11時45分 ものつくり大学

・《ふるさと学》行田の川と自然
・《はてな学》次世代の楽器!電子楽器について学ぼう
・修了式

10月中旬(実施日未定）
午前9時30分～午後3時 水城公園市民広場 ・学園祭※10月実施予定の「浮き城のまち行田こども

　まつり」で学園祭を行います。

《学習プログラム》

藩
校
か
ら
近
代
教
育
へ

明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
7
月
の
廃
藩
置
県
に
よ

り
忍
藩
は
忍
県
と
な
り
、
同
年
11
月
の
府
県
合
同
に

よ
り
岩
槻
県
や
浦
和
県
と
合
併
し
て
埼
玉
県
が
誕
生

し
ま
し
た
。
廃
藩
に
よ
り
藩
校
も
廃
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
藩
が
担
っ
て
い
た
教
育
は
忍
県
や
埼
玉
県
に

引
き
継
が
れ
、
明
治
5
年
（
１
８
７
２
）
の
学
制
発

布
を
経
て
、
近
代
の
初
等
教
育
を
担
う
体
制
が
次
第

に
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

忍
城
内
や
武
家
地
に
は
、
藩
校
に
代
わ
っ
て
荒

井
学
校
や
成
田
学
校
、
北
谷
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
に
こ
れ
ら
の
学
校
が

統
合
さ
れ
、
再
び
名
称
を
進
脩
館
と
す
る
学
校
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
校
が
同
19
年
（
１
８
８
６
）

の
小
学
校
令
に
よ
り
進
脩
館
小
学
校
と
な
り
、
同
25

年
（
１
８
９
２
）
に
進
脩
館
尋
常
小
学
校
、
同
41
年

（
１
９
０
８
）
に
は
佐
間
尋
常
小
学
校
の
廃
止
・
分

割
に
よ
り
、
忍
進
脩
館
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
生
徒
の
増
加
や

校
舎
の
老
朽
化
の
た
め
行
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
統

合
し
、
現
在
の
中
央
小
学
校
の
前
身
と
な
る
忍
町
尋

常
高
等
小
学
校
が
広
大
な
忍
沼
を
埋
め
立
て
ら
れ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
藩
校
進
脩
館
の
扁
額
も
こ
の
学

校
に
受
け
継
が
れ
、
中
央
小
学
校
を
経
て
、
現
在
は

郷
土
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

藩
校
で
学
ん
だ
人
々

忍
藩
の
藩
校
で
学
ん
だ
人
々
の
中
で
、
明
治
・

大
正
期
の
社
会
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
が
い

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。
一
人

目
は
写
真
家
の
小
川
一か
ず

真ま
さ

で
す
。
小
川
は
万
延
元

年
（
１
８
６
０
）
に
忍
城
下
で
生
ま
れ
、
少
年
期
に

培
根
堂
で
学
び
ま
し
た
。
22
歳
の
と
き
渡
米
し
乾
板

写
真
や
印
刷
の
技
術
を
習
得
し
て
帰
国
、
日
清
戦
争

や
日
露
戦
争
、
濃
尾
地
震
、
明
治
天
皇
の
大
葬
の
礼

な
ど
の
撮
影
に
携
わ
り
ま
し
た
。
夏
目
漱
石
も
小
川

に
自
身
の
肖
像
の
撮
影
を
依
頼
し
、
こ
の
写
真
が
後

に
千
円
札
の
画
像
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
目
は
教
育
や
経
済
界
で
活
躍
し
た
小
山
健
三

で
す
。
小
山
は
安
政
5
年
（
１
８
５
８
）
に
忍
城
下

に
生
ま
れ
進
脩
館
で
学
び
ま
し
た
。
理
系
の
教
員
と

し
て
長
野
県
や
群
馬
県
で
教
壇
に
立
っ
た
後
、
文
部

省
の
役
人
と
な
り
長
崎
県
立
師
範
学
校
長
と
な
り
ま

し
た
。
東
京
に
戻
っ
た
後
も
東
京
工
業
学
校
（
現
東

京
工
業
大
学
）
教
授
や
高
等
商
業
学
校
（
現
一
橋
大

学
）
校
長
を
歴
任
し
、
文
部
次
官
に
ま
で
上
り
詰
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
済
界
に
転
身
し
て
大
阪
市
に

本
店
を
置
く
三
十
四
銀
行
（
現
在
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
の
前
身
の
一
つ
）
頭
取
を
は
じ
め
関
西
経
済

界
の
重
職
を
歴
任
し
、「
関
西
の
渋
沢
栄
一
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

忍
藩
に
限
ら
ず
、
全
国
各
地
の
藩
校
で
学
ん
だ

人
々
が
明
治
と
い
う
時
代
の
中
で
経
験
や
知
識
を
身

に
付
け
、
日
本
の
近
代
国
家
を
支
え
る
礎
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

近
代
の
学
校
教
育
と
藩
校
で
学
ん
だ
人
々

全国藩校サミット行田大会

小山　健三
出典『小山　健三 伝』より

　第1部は、藩校サミット研修会(加地伸行さんに
よる講演「国語教育の柱－漢字・古典・短文作り」)
が、第2部は、参加藩の紹介や記念講演(神田紅さ
んによる講演「忍藩の歴史」)、埼玉小学校児童およ
び忍藩子ども塾塾生による素読大発表が行われます
ので、ぜひお越しください。
　なお、入場は無料ですが、入場整理券が必要となりま
す。整理券(1人2枚まで)は、6月5日㈭からひとつく
り支援課で配布します(先着順）。※土・日曜日、祝日を除く

▶ 問い合わせ　第12回全国藩校サミット行田大会
実行委員会(同課内)☎556―8319


